
 

 ５月２３日の１年次の「産業社会と人間」では，昨年に引き続き株式会社ファンケルの皆様

にお越しいただき，ファンケル神奈川SDGｓ講座を開催していただきました。前半は「もっと何

かできるはず」を経営理念に掲げるファンケルの事業やSDGｓの推進の取り組みを共有しまし

た。後半は，食料・栄養課題のうち食品ロスや日本の若者の栄養課題に焦点を当て，グ

ループワークをしながら課題解決に向けての取り組みを生徒自身が考えていきました。日本

の「食品ロス」問題については，どのような対策ができるかをグループで考え，すぐにできそう

な対策を挙げていきました。また，食料・栄養課題というと発展途上国における課題と捉えが

ちですが、「若者の栄養課題」の現状から，無理なダイエットなどに起因する栄養の偏りや嗜

好品の取りすぎなどが生活や身体に与える影響についても考えていきました。今日の講義を

きっかけに身近なところから社会の課題解決に向け行動していってもらいたいと思います。 

１年次 産業社会と人間 

食料・栄養課題について考えました 

ファンケル神奈川SDGｓ講座の開催 

積極的に手をあげる生徒が多かったです。 

講演後にはファンケル

の人気商品をいただき

ました。↓ 

今年もテレビ神奈川の取材がありました。 
放映が楽しみです。 


